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本製品の機能を十分に活用していただくために、下記のマニュアルを用意致しました。
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2.2 機能の概要 11



 

12 第2章 N1200のおもな特長と機能の概要

2.2.4 運用・管理に便利な機能
ファームウェア、設定ファイルの複数保存
本製品に内蔵された不揮発性メモリに、複数のファームウェアと設定ファイルを保存でき











4.2 表示する文字セットの選択 17



 

18 第4章 コンソールの使用方法

4.3 アクセスレベル





 

20





 

22 第4章 コンソールの使用方法

次に、コンソールから“console”まで入力した時の実行例を示して比較してみましょう。
この場合は“console”というひとつのキーワードがすでに完結しているので、
“console”に続くキーワードの候補が表示されます。キーワードと“?”の間にスペース
があることに注意してください。 

# console ?
?  character columns info lines prompt
# console



5.1 起動プロセス 23

第5章 起動プロセスと終了手順
本製品の起動プロセスと、終了手順を説明します。ここではコンソールの使用方法を理解
し、本製品が設置されていることを前提にしています。

5.1 起動プロセス

以下の手順に従って起動します。

1. 電源スイッチを ONにします。
POWERランプが点滅します。

2. 内蔵不揮発性メモリのファームウェアと設定ファイルを選択します。
CONSOLE ポートから、ファームウェアと設定ファイルを選択することができます。
2-1. パソコンにBootROM のバージョンが表示され、Enter キーの入力待ちになりま

す。入力しない場合は10秒間のカウンタがタイムアウトすると [Default
settings : ] で表示されたファームウェアと設定ファイルで起動します。

2-2. キーが入力されると、起動ファームウェアの選択画面になります。0また
は1を入力します (0、1はファームウェアの選択肢 )。選択肢の確定には
キーの入力が必要です。

2-3. 設定ファイルの選択画面になります。0～4.2 を入力します (0～ 4.2は設定
ファイルの選択肢 )。選択肢の確定には キーの入力が必要です。









6.2 設定操作の流れ



 



6.4 接続性の確認 29

6.4 接続性の確認



 

30 第7章







7.3 ファームウェアのリビジョンアップ







 

36 第7章 システムの管理と診断

セキュリティクラスを設定する場合には、 security classコマンドを使用します。

セキュリティクラスのレベルを 2、タイプをon、TELNETクライアント使用許可とする
場合の例を示します。 

# security class 2 on on
# save

セキュリティクラスの設定は、 show environment コマンドで確認できます。 

#show environment

 

...
セキュリティクラスレベル : 



7.6 状態の表示 37

7.6 状態の表示

本製品の設定を行っているときや、運用中、また、問題を解決するために本製品のさまざ
まな状態を確認する必要がある場合、 show コマンドで表示することができます。
以下に代表的なコマンドを示し



 

38 第7章 システムの管理と診断

7.7.2 ISDN回線の接続と切断に関するタイマの設定
ISDN回線の接続と切断に関して、それぞれの相手先情報に対する各種タイマの設定を行う
ことができます。

詳しくは、「コマンドリファレンス」（CD-ROM）を参照してください。
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